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モデルの妥当性を確認している o また， この計算機シミュレーションコードを用いることにより，超高強度レー
ザーによる高速点火の過程を調べ，高速点火のためのホットスパークの条件が等密度点火における条件と同じ
になることを明らかにしている。
2 )非球対称なホットスパークと主燃料の配置に対する燃料のシミュレーションを実施するため，二次元の核融合
燃焼シミュレーションコードを開発し，高速点火における燃焼過程を解析するための手法の開発に成功してい
る。
3 )高速点火の条件をより詳細に調べ，最適なホットスパークの面密度と温度を評価している。ホットスパークの
生成に用いられる超高強度レーザーパルス幅及び、全入射エネルギーとホットスパークの密度及び温度との関係
を計算機シミュレーションにより調べ，点火に到るレーザーエネルギーとパルス幅との関係を明らかにしてい
る。
4 )高速点火の過程で，超高強度レーザーとプラズマとの相互作用により発生する相対論的電子ビームにつき，そ
の輸送方程式を導出し，ホットスパークの形成過程の導出に成功している。
以上の様に，本論文はレーザー核融合における種々の核融合燃焼の点火過程を明らかにし， レーザー核融合に関し
て多くの新しい知見を得ており， レーザープラズ、マ理工学並び、に核融合工学の発展に寄与するところが大きし、よっ
て，本論文は博士論文として価値あるものと認める D
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